
キウイを栽培する中山町の豊崎恭平さんとご家族
左から義姉の成松麗さんと甥の優さん、奥様の理さん
義姉の立岩明日香さんと、ご両親の段洋子さん、義男さん

☆農業委員会情報をホームページに登載しています！　アドレスは（http://www.city.takamatsu.kagawa.jp）

●
令
和
２
年
度
農
業
委
員
会
通
常
総
会
開
催

●
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
改
選

●
会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

●
会
長
職
務
代
理
者
の
紹
介

●
新
農
業
委
員
、
新
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
紹
介

●
表
紙
の
写
真
・
農
地
転
用
に
つ
い
て

●
東
讃
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら

•
集
落
営
農
法
人
の
紹
介

●
農
林
水
産
課
か
ら

•
高
松
盆
栽
の
郷
オ
ー
プ
ン

•
農
地
の
利
用
意
向
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、
ほ
か

内
　
　
　
容

　
令
和
2
年
4
月
、
高
松
市
国
分
寺
町
に

高
松
盆
栽
の
産
地
振
興
を
担
う
拠
点
施
設

「
高
松
盆
栽
の
郷
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
で
は
、
鬼
無
・
国
分
寺
地
区

の
農
業
者
等
が
生
産
す
る
盆
栽
を
展
示
即

売
し
て
い
る
ほ
か
、
コ
ケ
玉
づ
く
り
な
ど

の
盆
栽
体
験
が
で
き
る
研
修
室
が
併
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
是
非
一
度
、
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

★
営
業
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　（
年
中
無
休
・
年
末
年
始
を
除
く
）

★
所
在
地
等

　
高
松
市
国
分
寺
町
国
分
３
５
３
ー
１

（
旧
Ｊ
Ａ
香
川
県
国
分
寺
盆
栽
セ
ン
タ
ー
）

℡
０
８
７
・
８
７
４
・
２
７
９
５

落
ち
穂
や
ひ
こ
ば
え
は
、
イ
ノ
シ
シ
の

餌
と
な
り
、
繁
殖
を
盛
ん
に
す
る
と
と
も

に
、
水
田
が
餌
場
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

周
辺
の
水
稲
の
被
害
拡
大
の
原
因
に
な
り

ま
す
。

水
稲
収
穫
後
は
速
や
か
に
耕
う
ん
し
、

落
ち
穂
を
す
き
込
み
、
ひ
こ
ば
え
を
発
生

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

水
田
に
イ
ノ
シ
シ
を
寄
せ
付
け
な
い
取

り
組
み
と
し
て
金
網
柵
や
電
気
柵
で
農
地

の
周
囲
を
囲
う
の
は
、
有
効
な
方
法
で
す
。

資
材
費
に
対
す
る
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、

農
林
水
産
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
以
外
に
も
、
地
域
集
積

協
力
金
、
基
盤
整
備
、
施
設
整
備
等
様
々

な
関
連
事
業
が
あ
り
、
プ
ラ
ン
が
実
質
化

さ
れ
て
い
な
い
と
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
プ
ラ
ン
は
、概
ね
各
地
区
水
田
部
会
（
Ｊ

Ａ
各
支
店
）
の
範
囲
で
作
成
さ
れ
て
い
ま

す
。（
※
現
在
33
地
区
32
プ
ラ
ン
。
作
成

さ
れ
て
い
な
い
地
区
も
あ
り
ま
す
）

　
プ
ラ
ン
の
参
画
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
支
店
も
し
く
は
農
林
水
産

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
農
作
業
の
省
力
化
や
農
作
物
の
高
品
質

化
等
を
図
る
た
め
、
農
業
経
営
に
情
報
通

信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
新
規
に
導
入
・
活

用
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。（
※

予
算
が
無
く
な
り
次
第
、
募
集
を
締
め
切

り
ま
す
。）

　
農
林
水
産
課
で
は
、
令
和
３
年
３
月
末

ま
で
に
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
実
質
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
農

地
の
利
用
意
向
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

農
業
委
員
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
地
域
ご
と
に
地

図
化
し
、
地
域
の
農
地
の
集
約
化
に
関
す

る
将
来
方
針
を
決
定
す
る
た
め
の
話
し
合

い
の
際
に
使
用
し
ま
す
。

★
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業（
経
営
開
始
型
）

　
45
歳
未
満
で
就
農
後
最
長
５
年
間
資

金
を
交
付
（
年
間
最
大
１
５
０
万
円
）

★
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
金
利
負
担
軽
減
措
置

　
認
定
農
業
者
が
借
入
れ
る
ス
ー
パ
ー

Ｌ
資
金
の
貸
付
当
初
５
年
間
実
質
無
利

子
化

　
右
記
の
事
業
の
対
象
と
な
る
た
め
に

は
、
実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

中
心
経
営
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
、
又
は
香
川
県
農
地
機
構
か
ら
農
地
を

借
り
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

水
稲
収
穫
後
は
早
め
に
耕
う
ん

し
ま
し
ょ
う
！

農
地
の
利
用
意
向
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

高
松
市
農
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
導
入

活
用
事
業
の
取
組
者
を
募
集
中
で
す

実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
と

各
種
補
助
事
業
の
連
携
状
況

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
参
画
す
る
に
は

高
松
盆
栽
の
郷 

オ
ー
プ
ン
！

農
林
水
産
課
か
ら

農地の貸借は　香川県農地機構に　お任せください♫　お問い合わせはこちら 農地機構 検索

お
問
い
合
わ
せ
先

農
林
水
産
課

℡
０
８
７
・
８
３
９
・
２
４
２
２
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次の要件を満たす農業者の方ならどなたでも加入できます。
〇 国民年金第１号被保険者（保険料免除者を除く）
〇 年間60日以上農業に従事
〇 20歳以上60歳未満
※途中脱退、再加入も可能です。

若年層（39才までに加入）の方は、要件を満たせば、
手厚い政策支援（保険料補助）が受けられます。

※お問い合わせはお近くのJA又は、農業委
員会事務局まで

さらに！

６
月
10
日
、
市
役
所
13
階
大
会
議
室
に

お
い
て
令
和
２
年
度
農
業
委
員
会
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
来
、
通
常
総

会
は
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
全
員
が
出
席
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
策
と
し
て
、
規
模
を
縮
小
し
て
農
業

委
員
24
名
の
み
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。会

長
就
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申

し
あ
げ
ま
す
。
農
家
の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
農
業
委
員
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
改
選
に
お
き
ま
し
て
、
委
員

皆
様
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、引
き
続
き

会
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

従
来
に
も
増
し
て
農
業
・
農
村
の
発
展
に

全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
国
に
お
き
ま
し
て
は
、本
年
３
月
、

今
後
10
年
間
の
農
政
の
指
針
と
な
る
新
た

な
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
が

策
定
さ
れ
、
国
内
市
場
の
縮
小
や
農
業
者

の
減
少
と
い
っ
た
厳
し
い
状
況
の
中
、「
食

料
自
給
率
の
向
上
」
と
、「
食
料
安
全
保

障
の
確
立
」
を
基
本
方
針
と
し
て
「
農
業

の
持
続
的
な
発
展
」
や
「
農
村
の
振
興
」

の
た
め
の
種
々
の
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

会
長
の
選
任
と
同
時
に
、
次
の
２
名
の

方
が
会
長
職
務
代
理
者
に
選
任
さ
れ
て
お

り
、
必
要
に
応
じ
て
会
長
の
職
務
を
代
行

し
ま
す
。

令
和
２
年
度
よ
り
、
任
命
さ
れ
ま
し
た

新
農
業
委
員
24
名
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
55
名
の
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
地
区
ご
と
に
ブ
ロ
ッ
ク
分
け
し
て
お

り
、
４
ペ
ー
ジ
に
は
第
１
地
区
か
ら
第
４

地
区
を
、
５
ペ
ー
ジ
に
は
第
５
地
区
か
ら

第
７
地
区
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
農
業
者
の
高

齢
化
や
兼
業
化
、農
地
の
遊
休
化
が
進
み
、

農
業
生
産
力
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
認
定
農
業
者
等
へ
の
利

用
権
設
定
や
、
農
地
中
間
管
理
事
業
等
に

よ
る「
農
用
地
の
有
効
利
用
」、
人
・
農
地

プ
ラ
ン
の
活
用
に
よ
る
「
地
域
の
実
情
に

即
し
た
多
様
な
担
い
手
づ
く
り
」
な
ど
に

よ
り
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営

の
育
成
を
図
り
、
農
業
経
営
基
盤
の
強
化

を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
農

地
・
農
村
が
持
続
し
て
い
け
る
環
境
、
農

業
が
職
業
と
し
て
選
択
し
う
る
環
境
を
作

り
出
す
た
め
、「
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の

集
積
・
集
約
化
」「
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・

解
消
」「
新
規
参
入
の
促
進
」
の
３
つ
を
柱

に
「
農
地
利
用
の
最
適
化
」
を
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
本
市
の
農
業
の
将

来
を
大
き
く
左
右
す
る
重
要
な
も
の
で
す

の
で
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
全
員
が
一
致
団
結
し
、
私
も
ま

た
そ
の
一
人
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

根
気
強
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
度
と
も
、
関
係
者
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方

々
が
委
員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
き
に

わ
た
る
ご
尽
力
に
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

【
農
業
委
員
】

上
砂
　
正
義
　
　
　
一
　
宮

横
井
　
　
豊
　
　
　
前
　
田

妹
尾
　
嘉
起
　
　
　
香
　
南

花
澤
　
　
均
　
　
　
鬼
　
無

兔
子
尾
紀
夫
　
　
　
国
分
寺

【
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
】

谷
口
　
辰
男
　
　
　
屋
　
島

川
田
　
之
治
　
　
　
香
　
川

能
祖
　
壽
一
　
　
　
香
　
川

矢
島
　
國
雄
　
　
　
檀
　
紙

久
保
　
宣
仁
　
　
　
国
分
寺

森
西
　
征
二
　
　
　
東
植
田

総
会
で
は
、
令
和
元
年
度
の
事
業
報
告

と
令
和
２
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）
等
の

審
議
が
行
わ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

通
常
総
会
の
議
事
録
は
、
高
松
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

令
和
２
年
度
農
業
委
員
会

通
常
総
会
開
催

会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

会
長
職
務
代
理
者
の
紹
介

新
・
農
業
委
員
、農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
紹
介

７
月
20
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委

員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
改
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
新
し
い
農
業
委
員
が
、
大
西
市
長

か
ら
辞
令
を
受
け
と
り
ま
し
た
。
今
回
の

改
選
に
よ
り
、
農
業
委
員
は
定
数
24
名
の

内
6
名
が
交
代
し
、
こ
れ
ま
で
2
名
だ
っ

た
女
性
農
業
委
員
が
3
名
に
増
え
て
い
ま

す
。続

い
て
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長

ほ
か
役
員
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
55
名
一
人
一
人

に
、
会
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
定
員

55
名
の
内
10
名
が
交
代
し
て
い
ま
す
。

ま
た
臨
時
総
会
で
は
、
農
地
利
用
最
適

化
指
針
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
新
し
い
指

針
が
議
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
改
選

コロナ対策のため、間隔を開けて着席しています

市長から辞令を受け取る女性農業委員

農地の貸借は 香川県農地機構に お任せください終身年金で安心！ 農業者年金に加入しましょう
農地を貸したい方・借りたい方　募集中 !!

安心３つの
ポイント

安心① 知事指定の公的機関です
安心② 貸し手・借り手の間で調整します
安心③ 賃料を伴う場合、機構から確実に振り込みます

公益財団法人 香川県農地機構　℡087-831-3211

農地の貸借は 香川県農地機構に お任せください♫ お問い合わせはこちら農業者年金に加入して、安心で豊かな老後を迎えましょう♡ お問い合わせはこちら 農業者年金 検索 農地機構 検索

会　長
職務代理者

髙砂 清一
庵治

会　長
職務代理者

冨本 正樹
弦打

会　長

三笠 輝彦
一宮
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次の要件を満たす農業者の方ならどなたでも加入できます。
〇 国民年金第１号被保険者（保険料免除者を除く）
〇 年間60日以上農業に従事
〇 20歳以上60歳未満
※途中脱退、再加入も可能です。

若年層（39才までに加入）の方は、要件を満たせば、
手厚い政策支援（保険料補助）が受けられます。

※お問い合わせはお近くのJA又は、農業委
員会事務局まで

さらに！

６
月
10
日
、
市
役
所
13
階
大
会
議
室
に

お
い
て
令
和
２
年
度
農
業
委
員
会
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
来
、
通
常
総

会
は
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
全
員
が
出
席
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
策
と
し
て
、
規
模
を
縮
小
し
て
農
業

委
員
24
名
の
み
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。会

長
就
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
申

し
あ
げ
ま
す
。
農
家
の
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
農
業
委
員
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
改
選
に
お
き
ま
し
て
、
委
員

皆
様
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、引
き
続
き

会
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

従
来
に
も
増
し
て
農
業
・
農
村
の
発
展
に

全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
国
に
お
き
ま
し
て
は
、本
年
３
月
、

今
後
10
年
間
の
農
政
の
指
針
と
な
る
新
た

な
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
が

策
定
さ
れ
、
国
内
市
場
の
縮
小
や
農
業
者

の
減
少
と
い
っ
た
厳
し
い
状
況
の
中
、「
食

料
自
給
率
の
向
上
」
と
、「
食
料
安
全
保

障
の
確
立
」
を
基
本
方
針
と
し
て
「
農
業

の
持
続
的
な
発
展
」
や
「
農
村
の
振
興
」

の
た
め
の
種
々
の
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

会
長
の
選
任
と
同
時
に
、
次
の
２
名
の

方
が
会
長
職
務
代
理
者
に
選
任
さ
れ
て
お

り
、
必
要
に
応
じ
て
会
長
の
職
務
を
代
行

し
ま
す
。

令
和
２
年
度
よ
り
、
任
命
さ
れ
ま
し
た

新
農
業
委
員
24
名
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
55
名
の
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
地
区
ご
と
に
ブ
ロ
ッ
ク
分
け
し
て
お

り
、
４
ペ
ー
ジ
に
は
第
１
地
区
か
ら
第
４

地
区
を
、
５
ペ
ー
ジ
に
は
第
５
地
区
か
ら

第
７
地
区
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
農
業
者
の
高

齢
化
や
兼
業
化
、農
地
の
遊
休
化
が
進
み
、

農
業
生
産
力
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
認
定
農
業
者
等
へ
の
利

用
権
設
定
や
、
農
地
中
間
管
理
事
業
等
に

よ
る「
農
用
地
の
有
効
利
用
」、
人
・
農
地

プ
ラ
ン
の
活
用
に
よ
る
「
地
域
の
実
情
に

即
し
た
多
様
な
担
い
手
づ
く
り
」
な
ど
に

よ
り
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営

の
育
成
を
図
り
、
農
業
経
営
基
盤
の
強
化

を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
農

地
・
農
村
が
持
続
し
て
い
け
る
環
境
、
農

業
が
職
業
と
し
て
選
択
し
う
る
環
境
を
作

り
出
す
た
め
、「
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の

集
積
・
集
約
化
」「
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・

解
消
」「
新
規
参
入
の
促
進
」
の
３
つ
を
柱

に
「
農
地
利
用
の
最
適
化
」
を
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
本
市
の
農
業
の
将

来
を
大
き
く
左
右
す
る
重
要
な
も
の
で
す

の
で
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
の
全
員
が
一
致
団
結
し
、
私
も
ま

た
そ
の
一
人
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

根
気
強
く
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
度
と
も
、
関
係
者
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方

々
が
委
員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
き
に

わ
た
る
ご
尽
力
に
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

【
農
業
委
員
】

上
砂
　
正
義
　
　
　
一
　
宮

横
井
　
　
豊
　
　
　
前
　
田

妹
尾
　
嘉
起
　
　
　
香
　
南

花
澤
　
　
均
　
　
　
鬼
　
無

兔
子
尾
紀
夫
　
　
　
国
分
寺

【
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
】

谷
口
　
辰
男
　
　
　
屋
　
島

川
田
　
之
治
　
　
　
香
　
川

能
祖
　
壽
一
　
　
　
香
　
川

矢
島
　
國
雄
　
　
　
檀
　
紙

久
保
　
宣
仁
　
　
　
国
分
寺

森
西
　
征
二
　
　
　
東
植
田

総
会
で
は
、
令
和
元
年
度
の
事
業
報
告

と
令
和
２
年
度
の
事
業
計
画
（
案
）
等
の

審
議
が
行
わ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

通
常
総
会
の
議
事
録
は
、
高
松
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

令
和
２
年
度
農
業
委
員
会

通
常
総
会
開
催

会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

会
長
職
務
代
理
者
の
紹
介

新
・
農
業
委
員
、農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
紹
介

７
月
20
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委

員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
改
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
新
し
い
農
業
委
員
が
、
大
西
市
長

か
ら
辞
令
を
受
け
と
り
ま
し
た
。
今
回
の

改
選
に
よ
り
、
農
業
委
員
は
定
数
24
名
の

内
6
名
が
交
代
し
、
こ
れ
ま
で
2
名
だ
っ

た
女
性
農
業
委
員
が
3
名
に
増
え
て
い
ま

す
。続

い
て
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長

ほ
か
役
員
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
55
名
一
人
一
人

に
、
会
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
定
員

55
名
の
内
10
名
が
交
代
し
て
い
ま
す
。

ま
た
臨
時
総
会
で
は
、
農
地
利
用
最
適

化
指
針
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
新
し
い
指

針
が
議
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
の
改
選

コロナ対策のため、間隔を開けて着席しています

市長から辞令を受け取る女性農業委員

農地の貸借は 香川県農地機構に お任せください終身年金で安心！ 農業者年金に加入しましょう
農地を貸したい方・借りたい方　募集中 !!

安心３つの
ポイント

安心① 知事指定の公的機関です
安心② 貸し手・借り手の間で調整します
安心③ 賃料を伴う場合、機構から確実に振り込みます

公益財団法人 香川県農地機構　℡087-831-3211

農地の貸借は 香川県農地機構に お任せください♫ お問い合わせはこちら農業者年金に加入して、安心で豊かな老後を迎えましょう♡ お問い合わせはこちら 農業者年金 検索 農地機構 検索

会　長
職務代理者

髙砂 清一
庵治

会　長
職務代理者

冨本 正樹
弦打

会　長

三笠 輝彦
一宮

農業委員会だより 2農業委員会だより3
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●①
●②

●③

●④

●⑥

●⑤

●⑦

第１地区●①第５地区●⑤

第４地区●④

第３地区●③
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第２地区●②

第６地区●⑥

第７地区●⑦

安野 照雄
多肥

片山 久男
鶴尾

田井 天久
太田

藤澤 武
仏生山

細谷 一雄
多肥

河瀬 和一
一宮

松野 啓三
一宮

三笠 輝彦
一宮

髙尾 武臣
鶴尾

真鍋 俊二
太田

佃 俊子
一宮

佐竹 博巳
多肥

髙砂 清一
庵治

森 和輝
木太

平賀 文之
古高松

十河 善則
木太

髙尾 芳彦
屋島

太田 政美
古高松

白井 一美
庵治

小山 智
牟礼

時岡 博美
牟礼

山田 憲一
川添

七宮 政義
前田

岡 豊志
林

宮井 康富
林

岩部 壽夫
三谷

吉峰 幸夫
林

横田 豊実
三谷

瀧本 繁樹
前田

森口 憲司
川添

三好 義光
三谷

藤本 博史
塩江

藤本 正樹
香川

上原 勉
香川

岡田 暁憲
香川

赤松 貞廣
香川

谷口 勝幸
塩江

土居 博
香川

好井 壽彦
香川

藤澤 鶴夫
香南

河田 薫
香南

冨本 正樹
弦打

佃 光廣
檀紙

鵜川 稔
檀紙

真鍋 芳治
川岡

川西 裕幸
弦打

谷本 隆宏
檀紙

天雲 敏昭
檀紙

橋本 修
円座

藤田 邦夫
円座

中名 良竹
香南

植松 寛貴
香南

河野 英樹
香南

長尾 俊孝
香南

神髙 賢二
鬼無

谷上 諭
国分寺

森 吉朝
国分寺

中田 茂富
下笠居

南原 均
下笠居

亀割 浩三
下笠居

湊 敏好
香西

山地 宏美
国分寺

眞鍋 英一
国分寺

長門 隆
国分寺

小早川 數市
国分寺

原田 和幸
下笠居

河野 光明
鬼無

羽田 剛
川島

古川 浩平
西植田

谷本 寛昇
十河

廣瀬 吉俊
十河

川原 勝
川島

谷本 忍
東植田

上原 一輝
東植田

橋田 行子
川島

宮武 正明
川島

神内 茂樹
十河

藤堂 忠義
西植田

宮本 茂毅
川岡
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農地転用許可手続きの流れ（概要）

下
笠
居
地
区
中
山
町
で
果
樹
栽
培
を

行
っ
て
い
る
、
豊
崎
恭
平
さ
ん
の
キ
ウ
イ

畑
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
豊
崎
さ
ん
は
、

Ｊ
Ａ
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
経
て
、
平
成
25
年

に
就
農
し
、
現
在
は
、
さ
ぬ
き
エ
ン
ジ
ェ

ル
ス
イ
ー
ト
、
さ
ぬ
き
ゴ
ー
ル
ド
、
香
緑

の
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
や
び
わ
の
ほ
か
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
を
栽
培
し
て
い
る
認
定
農
業

者
で
す
。

取
材
し
た
日
は
梅
雨
の
合
間
の
晴
天

で
、瀬
戸
内
海
が
望
め
る
、最
高
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
感
動
し
ま
し
た
。
空
気
が
美
味

し
く
、
手
厚
く
袋
詰
め
さ
れ
た
キ
ウ
イ
が
、

表
紙
の
写
真

東
讃
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら

き
れ
い
に
並
ん
だ
光
景
は
見
事
で
し
た
。

収
穫
時
に
は
、
ご
家
族
協
力
し
て
作
業
を

行
う
と
の
こ
と
で
、
仲
の
良
さ
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
、
ご
両
親
の
経
営
を
一
部
引

き
継
ぎ
、
農
業
規
模
を
拡
大
さ
れ
て
お

り
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
、
香
川
県
農
業

会
議
主
催
、
農
業
委
員
会
共
催
の
「
経
営

管
理
講
習
会
」
に
毎
回
参
加
し
、
年
度
末

の
青
色
申
告
に
向
け
て
、
農
業
簿
記
の
実

務
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

農
業
以
外
で
も
、
地
域
の
青
年
部
に
所

属
し
、
地
区
の
行
事
に
参
加
し
た
り
、
お

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
た
り
と
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
若

手
農
業
者
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
次
世
代

へ
の
橋
渡
し
役
と
し
て
も
、
豊

崎
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を

願
っ
て
い
ま
す
。

ほ
ど
は
、メ
ン
バ
ー
８
名
が
農
作
業
を
行
っ

て
お
り
、
５
年
後
に
は
、
高
齢
化
に
よ
り

労
働
力
不
足
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
役
員
会
な
ど
で
、
後
継
者

確
保
を
協
議
し
て
き
ま
し
た
が
、
組
織
内

だ
け
で
は
解
決
が
難
し
い
と
判
断
し
、
香

川
県
農
業
経
営
相
談
所
（
共
同
事
務
局
：

（
公
財
）
香
川
県
農
地
機
構
、（
一
社
）
香

川
県
農
業
会
議
）
に
相
談
し
、
後
継
者
確

保
を
目
的
と
し
た
事
業
承
継
の
勉
強
会
を

平
成
30
年
３
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

勉
強
会
で
、
社
会
保
険
労
務
士
等
の
専

門
家
の
意
見
を
聴
き
、
雇
用
に
よ
る
後
継

者
育
成
を
考
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
、
臨
時
雇
用
を
予
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
応
募
が
な
か
っ
た
た
め
、
給
与
等

高
松
市
に
は
、
令
和
２
年
３
月
末
時
点

で
集
落
営
農
組
織
が
34
（
う
ち
法
人
14
）

あ
り
ま
す
が
、
ど
の
組
織
も
高
齢
化
（
構

成
員
の
平
均
年
齢
が
約
69
歳
）
が
進
み
、

農
業
に
従
事
で
き
る
人
が
減
少
す
る
な

ど
、
多
く
の
組
織
で
労
働
力
確
保
に
苦
慮

し
て
い
る
状
況
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、「
農
事
組
合
法
人
奈

良
須
」
で
、
外
部
の
若
い
人
を
雇
用
し
、

組
織
運
営
を
活
性
化
さ
せ
る
取
組
み
が
始

ま
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

農
事
組
合
法
人
奈
良
須
は
、
平
成
19
年

１
月
に
岡
本
町
田
井
地
区
の
農
地
を
地
域

ぐ
る
み
で
守
る
こ
と
を
目
的
に
農
家
15
戸

で
設
立
さ
れ
た
集
落
営
農
法
人
で
、
組
合

員
の
所
有
地
や
地
域
で
管
理
で
き
な
く

な
っ
た
農
地
約
17
㌶
を
借
入
し
、
農
業
経

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
３
月
末

現
在
、
水
稲
13
㌶
、
麦
類
14
㌶
、
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
20
㌃
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
10
㌃
を
栽
培

し
て
い
る
ほ
か
、
市
民
農
園
を
開
園
し
て

い
ま
す
。

設
立
当
初
は
、
多
く
の
組
合
員
が
農
作

業
に
出
役
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
10
年

農
地
転
用
と
は
、農
地
（
田
や
畑
な
ど
）

を
、
住
宅
・
工
場
・
店
舗
な
ど
の
建
物
、

資
材
置
き
場
、
駐
車
場
な
ど
、
農
業
以
外

の
目
的
に
転
用
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

農
地
を
許
可
な
く
、
無
断
で
農
業
以
外
の

目
的
に
転
用
す
る
と
法
律
違
反
と
な
り
ま

す
。農

地
転
用
す
る
に
は
、
農
地
法
の
許
可

が
必
要
な
の
で
す
が
、
な
ぜ
許
可
制
に

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

農
地
は
、
国
民
の
食
料
生
産
に
欠
く
こ

と
は
で
き
な
い
貴
重
な
資
源
な
の
で
、
食

料
の
安
定
供
給
の
基
盤
で
あ
る
優
良
農
地

の
確
保
と
、
農
業
以
外
の
土
地
利
用
と
の

調
整
を
図
り
、
農
地
転
用
を
農
業
上
の
利

用
に
支
障
が
少
な
い
農
地
に
誘
導
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

許
可
申
請
の
受
付
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
で
行
っ
て
い
ま
す
。
農
地
転
用
を
行

う
と
き
は
、
事
前
に
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農
地
転
用
許
可
申
請
に

は
、
毎
月
締
め
切
り
が
あ

り
ま
す
の
で
（
概
ね
20
日

頃
）
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

の
待
遇
面
も
改
善
し
た
常
時
雇
用
に
変
更

し
、Ｊ
Ａ
香
川
県
の「
ア
グ
リ
ワ
ー
ク
」や
、

農
業
求
人
サ
イ
ト
の
「
あ
ぐ
り
ナ
ビ
」
を

通
じ
て
、
令
和
２
年
３
月
か
ら
募
集
を
開

始
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
令
和
２
年
４

月
に
は
、
30
代
と
40
代
の
２
名
の
応
募
が

あ
り
、
現
在
、
当
法
人
の
雇
用
者
と
し
て

農
作
業
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
経

験
を
積
み
重
ね
、
将
来
の
幹
部
候
補
と
し

て
育
成
し
て
い
く
計
画
で
す
。

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
集
落
営
農
組
織
が
抱
え
る
様
々
な

課
題
に
対
し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
事
組
合
法
人
奈
良
須

の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

期
待
し
ま
す
。

農
地
転
用
の
許
可
を
受
け
る
に
は
？

地
域
で
頑
張
る
集
落
営
農
法
人
紹
介

〜
外
部
の
若
い
力
を
取
り
入
れ
て

農
業
経
営
の
継
続
を
目
指
す
〜

農事組合法人奈良須の構成員の方々
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農
業
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談
会
の
お
知
ら
せ
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令
和
２
年
度
、
第
２
回
目
の
農
業
相
談
会
は
、
令
和

３
年
１
月
中
旬
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開
催
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定
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日
程
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つ
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は
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農
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員
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よ
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第
62
号
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す
。
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後
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農事組合法人奈良須の構成員の方々

岡本町田井地区

事業承継の勉強会

な　ら　ず

農地の管理でお困りの方は、知事指定の香川県農地機構（087-831-3211）又は農業委員会にご相談ください♪農業者年金に加入して、安心で豊かな老後を迎えましょう♡　お問い合わせはこちら

月4回毎週金曜日発行
月額700円 (税込)

農地を活かし　担い手を応援する
全国農業会議所発行　全国農業新聞の
購読お申し込みは、農業委員会事務局まで

ニューキウイ

エンジェル
香川県農業会議

【県知事が指定した農業委員会ネットワーク機構】

農業委員会

申
請
者

県
知
事
等
※

※高松市では高松市農業委員会が許可

④意見を付して提出①申請書提出

②意見聴取 ③意見回答

⑤許可通知

週刊

農業者年金 検索
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次
回
　
農
業
相
談
会
の
お
知
ら
せ
！

令
和
２
年
度
、
第
２
回
目
の
農
業
相
談
会
は
、
令
和

３
年
１
月
中
旬
か
ら
開
催
予
定
で
す
。

詳
し
い
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り

第
62
号
に
掲
載
し
ま
す
。



キウイを栽培する中山町の豊崎恭平さんとご家族
左から義姉の成松麗さんと甥の優さん、奥様の理さん
義姉の立岩明日香さんと、ご両親の段洋子さん、義男さん

☆農業委員会情報をホームページに登載しています！　アドレスは（http://www.city.takamatsu.kagawa.jp）

●
令
和
２
年
度
農
業
委
員
会
通
常
総
会
開
催

●
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
改
選

●
会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

●
会
長
職
務
代
理
者
の
紹
介

●
新
農
業
委
員
、
新
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
の
紹
介

●
表
紙
の
写
真
・
農
地
転
用
に
つ
い
て

●
東
讃
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら

•
集
落
営
農
法
人
の
紹
介

●
農
林
水
産
課
か
ら

•
高
松
盆
栽
の
郷
オ
ー
プ
ン

•
農
地
の
利
用
意
向
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、
ほ
か

内
　
　
　
容

　
令
和
2
年
4
月
、
高
松
市
国
分
寺
町
に

高
松
盆
栽
の
産
地
振
興
を
担
う
拠
点
施
設

「
高
松
盆
栽
の
郷
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
の
施
設
で
は
、
鬼
無
・
国
分
寺
地
区

の
農
業
者
等
が
生
産
す
る
盆
栽
を
展
示
即

売
し
て
い
る
ほ
か
、
コ
ケ
玉
づ
く
り
な
ど

の
盆
栽
体
験
が
で
き
る
研
修
室
が
併
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
是
非
一
度
、
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

★
営
業
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　（
年
中
無
休
・
年
末
年
始
を
除
く
）

★
所
在
地
等

　
高
松
市
国
分
寺
町
国
分
３
５
３
ー
１

（
旧
Ｊ
Ａ
香
川
県
国
分
寺
盆
栽
セ
ン
タ
ー
）

℡
０
８
７
・
８
７
４
・
２
７
９
５

落
ち
穂
や
ひ
こ
ば
え
は
、
イ
ノ
シ
シ
の

餌
と
な
り
、
繁
殖
を
盛
ん
に
す
る
と
と
も

に
、
水
田
が
餌
場
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

周
辺
の
水
稲
の
被
害
拡
大
の
原
因
に
な
り

ま
す
。

水
稲
収
穫
後
は
速
や
か
に
耕
う
ん
し
、

落
ち
穂
を
す
き
込
み
、
ひ
こ
ば
え
を
発
生

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

水
田
に
イ
ノ
シ
シ
を
寄
せ
付
け
な
い
取

り
組
み
と
し
て
金
網
柵
や
電
気
柵
で
農
地

の
周
囲
を
囲
う
の
は
、
有
効
な
方
法
で
す
。

資
材
費
に
対
す
る
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、

農
林
水
産
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
以
外
に
も
、
地
域
集
積

協
力
金
、
基
盤
整
備
、
施
設
整
備
等
様
々

な
関
連
事
業
が
あ
り
、
プ
ラ
ン
が
実
質
化

さ
れ
て
い
な
い
と
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
プ
ラ
ン
は
、概
ね
各
地
区
水
田
部
会
（
Ｊ

Ａ
各
支
店
）
の
範
囲
で
作
成
さ
れ
て
い
ま

す
。（
※
現
在
33
地
区
32
プ
ラ
ン
。
作
成

さ
れ
て
い
な
い
地
区
も
あ
り
ま
す
）

　
プ
ラ
ン
の
参
画
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
支
店
も
し
く
は
農
林
水
産

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
農
作
業
の
省
力
化
や
農
作
物
の
高
品
質

化
等
を
図
る
た
め
、
農
業
経
営
に
情
報
通

信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
新
規
に
導
入
・
活

用
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。（
※

予
算
が
無
く
な
り
次
第
、
募
集
を
締
め
切

り
ま
す
。）

　
農
林
水
産
課
で
は
、
令
和
３
年
３
月
末

ま
で
に
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
実
質
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
農

地
の
利
用
意
向
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

農
業
委
員
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
地
域
ご
と
に
地

図
化
し
、
地
域
の
農
地
の
集
約
化
に
関
す

る
将
来
方
針
を
決
定
す
る
た
め
の
話
し
合

い
の
際
に
使
用
し
ま
す
。

★
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業（
経
営
開
始
型
）

　
45
歳
未
満
で
就
農
後
最
長
５
年
間
資

金
を
交
付
（
年
間
最
大
１
５
０
万
円
）

★
ス
ー
パ
ー
Ｌ
資
金
金
利
負
担
軽
減
措
置

　
認
定
農
業
者
が
借
入
れ
る
ス
ー
パ
ー

Ｌ
資
金
の
貸
付
当
初
５
年
間
実
質
無
利

子
化

　
右
記
の
事
業
の
対
象
と
な
る
た
め
に

は
、
実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

中
心
経
営
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
、
又
は
香
川
県
農
地
機
構
か
ら
農
地
を

借
り
受
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

水
稲
収
穫
後
は
早
め
に
耕
う
ん

し
ま
し
ょ
う
！

農
地
の
利
用
意
向
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

高
松
市
農
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
導
入

活
用
事
業
の
取
組
者
を
募
集
中
で
す

実
質
化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
と

各
種
補
助
事
業
の
連
携
状
況

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
参
画
す
る
に
は

高
松
盆
栽
の
郷 

オ
ー
プ
ン
！

農
林
水
産
課
か
ら

農地の貸借は　香川県農地機構に　お任せください♫　お問い合わせはこちら 農地機構 検索

お
問
い
合
わ
せ
先

農
林
水
産
課

℡
０
８
７
・
８
３
９
・
２
４
２
２
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